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個別注記表 

 

Ⅰ 重要な会計方針に係る事項 

 １．たな卸資産の評価基準および評価方法 

   仕掛品･･････個別法による原価法 

   貯蔵品･･････個別法による原価法 

 

 ２．固定資産の減価償却の方法 

    ・有形固定資産･･････定率法および定額法 

      2016 年 4 月 1 日以降取得した建物付属設備および構築物については定

額法を適用しております。 

・無形固定資産･･････定額法 

      自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期（5 年）に

基づく定額法を採用しております。 

      

 ３．重要な引当金の計上基準 

 （１）賞与引当金･･･････従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の賞与支給

見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しており

ます。 

 （２）受注損失引当金･･･受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末に

おける受注契約のうち、将来の損失発生が見込まれ、か

つ、当該損失を合理的に見積もることが可能なものにつ

いては、翌事業年度以降の損失見込額を計上しておりま

す。 

 （３）退職給付引当金･･･従業員に対する将来の退職金支給に充てるため、自己都合

による期末退職金要支給額の 100％を計上しております。 

 

 ４．重要な収益及び費用の計上基準 

当社では、調査・分析、政策・計画策定、コンサルティング並びに事業支援を

行っております。 

これらの履行義務はプロジェクトの進捗に応じて履行義務を充足していくと

判断しております。そのため、期末日における原価総額の見積りに対する発生

原価の割合に基づくインプット法を使用して進捗度を合理的に見積り、収益を



認識しております。受注金額及び原価総額の見積りに変更が生じる可能性があ

る場合、随時見積りの見直しを行っております。進捗度を合理的に見積ること

ができないが、履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込ま

れる場合には、原価回収基準により収益を認識しております。 

また、時間の経過に応じて履行義務が充足されると判断したサービスにおいて

は、契約期間にわたり、顧客との契約において約束された金額を契約に基づき

按分して収益を認識しております。 

システム機器等の販売においては、製品を顧客へ引き渡し後、顧客が検収した

時点で履行義務が充足されると判断しており、当該時点で収益を認識しており

ます。 

 

 ５．リース取引の処理方法 

   リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・

リース取引で重要性の乏しい場合については、通常の賃貸借取引に係わる方法に

準じた会計処理によっております。 

 

 

Ⅱ 貸借対照表に関する注記 

１．関係会社に対する金銭債権並びに金銭債務 

  株式会社三菱総合研究所     短期金銭債権   285,130,881 円 

短期金銭債務    40,602,564 円 

 

 

Ⅲ 当期純損益金額 

１．当期純利益        456,717,990 円 


